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今
年
の
〝
の
ぞ
み
フ
ェ
ス
タ
〞
に
は
、

男
性
の
参
加
者
が
増
え
ま
し
た
。
少
し
ず

つ
、
男
女
共
同
参
画
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

理
事　

木
村　

美
彌
子

（
退
職
公
務
員
連
盟
勝
山
支
部
）

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
い
う
言
葉
を
意
識
し

た
の
は
、
勝
山
市
男
女
共
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

理
事
と
し
て
参
加
し
て
か
ら
で
す
。「
男
女
共

同
参
画
社
会
」
と
聞
く
と
、
働
く
女
性
の
支
援

と
考
え
る
か
た
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
専
業

主
婦
の
立
場
で
も
必
要
な
こ
と
で
す
。
家
庭
で

も
、
互
い
が
助
け
合
い
理
解
し
て
い
く
こ
と
で
、

十
分
に
男
女
共
同
参
画
社
会
が
実
現
で
き
て
い

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

副
会
長　

齋
藤　

勇（（
社
）
勝
山
青
年
会
議
所
）

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
２
年
目
。
今
年

は
副
会
長
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
事
業
の

企
画
、
運
営
に
頑
張
っ
て
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
よ
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

副
会
長　

斎
藤　

美
穂
子

（
勝
山
市
交
通
安
全
母
の
会
）

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講
座
に
参
加
し
、
男
女

が
お
互
い
に
認
め
合
い
、
支
え
合
う
こ
と

が
男
女
共
同
参
画
の
始
ま
り
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。

　

理
事　

橋
本　

勢
津
子

（
勝
山
地
域
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
ク
ラ
ブ
）

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
に
参
加
し
始
め
た

頃
は
、
何
が
何
だ
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
よ
う
や
く
分
か
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
初
期
生
ま
れ
の
者

に
は
、
な
か
な
か
男
女
共
同
参
画
は
馴
染

み
に
く
い
の
で
す
が
、
若
い
か
た
が
た
と

仲
良
く
や
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
し
っ
か

り
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

理
事　

杉
山　

愛
子

（
勝
山
市
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会
）

　

女
性
に
と
っ
て
、
大
き
な
課
題
が
山
積

し
て
い
る
今
日
、
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
に

と
ら
わ
れ
ず
、
気
づ
い
た
と
こ
ろ
か
ら
少

し
ず
つ
意
識
を
変
え
行
動
し
て
い
る
大
勢

の
仲
間
に
出
会
い
、
活
動
し
、
学
べ
た
こ

と
に
感
謝
し
ま
す
。

　

理
事　

小
寺　

恵
美
子

（
勝
山
農
村
女
性
の
共
同
参
画
を
進
め
る
会
）

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
に
携
わ
っ
て
か

ら
、
男
女
共
同
参
画
が
身
近
な
も
の
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
理
事
が
一
体

と
な
っ
て
、
男
女
共
同
参
画
の
輪
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

理
事　

平
泉　

寿
亨（

勝
山
市
職
員
組
合
）

　

男
女
共
同
参
画
の
ポ
ス
タ
ー
を
審
査
し

た
折
、
久
し
ぶ
り
に
小
中
学
生
の
自
由
で

希
望
溢
れ
る
作
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
男
女
共
同
参
画
社
会
の
未
来
は
明

る
い
！
頼
も
し
い
彼
ら
が
い
る
！
と
思
い

ま
し
た
。

　

理
事　

笠
川　

み
ど
り

（
勝
山
市
赤
十
字
奉
仕
団
）

　

勝
山
市
の
推
進
状
況
に
は
、
と
て
も
進

ん
で
い
る
面
と
も
っ
と
頑
張
り
た
い
面
の

両
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
男

女
共
同
参
画
宣
言
都
市
と
し
て
他
市
町
よ

り
も
っ
と
前
へ
進
む
べ
く
、
男
女
共
同
参

画
に
つ
い
て
の
知
識
を
増
や
し
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
仲
間
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。

　

理
事　

四
谷　

昌
則

（
ふ
く
い
ソ
フ
ィ
ア
勝
山
支
部
）

　

活
動
を
通
じ
て
、
男
女
共
同
参
画
の
大

切
な
意
義
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

幅
広
く
団
体
個
人
に
加
入
の
呼
び
か
け
を

し
て
男
女
共
同
参
画
の
輪
が
広
が
れ
ば
、

今
以
上
に
住
み
よ
い
社
会
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

理
事　

佐
久
間　

雪
子

　
　
　
　
（
勝
山
市
婦
人
福
祉
協
議
会
・

勝
山
市
更
生
保
護
女
性
会
）

理事から一言理事から一言
男女共同参画ポスター小中学生入賞作品展

勝山市男女共同参画社会のうた
「～男

ひと

と女
ひと

が手をつなごう～」斉唱
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のぞ み
2010ネットワーク活動を振り返って
　　　　勝山市男女共同ネットワーク

会長　鈴木 佐智江（ＪＡテラル越前女性部）

　春の長雨、暑い夏、熊騒動といろいろ話題が多かっ
た平成22年が過ぎ、新しい1年が始まりました。おか
げさまで、ネットワークの大半の事業を無事終えるこ
とができました。これも各団体の理事をはじめ、会員
ならびに市民の皆さまのご協力のおかげと深く感謝を
申し上げます。
　2度の講座、のぞみフェスタ、ネットワーク交流会な
どで培い学んだことが、ネットワークの更なる力とな
り、家庭の輪、市民の輪へと広がっていってほしいと
思います。そして、皆さまにとって勝山市がますます
「好きなまち」「住みよいまち」となることを願います。
　これからも、ネット
ワークの活動が一人で
も多くのかたにご理解
いただき、参加してい
ただく活動となります
よう、皆さまのご協力
をお願いいたします。

紅 葉 講 座　～「笑いの医力」～
理事　本夛　尚美（勝山市消費者団体連絡協議会）

　10月21日（木）に、福井社会保険病院の小澤眞二
先生の講演「笑いの医力」を聞きました。「笑う」は免
疫力を高め、病気の進行さえも調節し、またボケ防止
にも一役買っているとのことでした。人差し指と親指
を丸めて頬をグリグリ回し、「パッ」と言いながら顔の
横で指を思いっきり広げる運動をみんなで体験し、笑
顔の輪ができました。
　「笑顔」は周りの
人を幸せにすると
ともに、自分の健
康管理にも大きく
影響していること
が分かり、職場に
おいても伝授して
笑顔を広めました。

かつやま“のぞみフェスタ”に参加して
理事　竹内　和徳（勝山市教職員組合）

　露の新治氏の基調講演「新ちゃんのお笑い人権高
座」は、笑いの中にも人権についてしっかりと考えさ
せられる内容で、職場に帰ったら子どもたちにも伝え
たい内容でした。また、ネットワークとして男女共同
参画都市宣言文を読み上げたこともよかったと思いま

す。自分の
生活を振り
返り、男女
共同参画や
思いやりに
ついて考え
るよい機会
となりまし
た。

勝山市男女共同ネットワーク交流会に参加して
理事　小寺　和子（勝山商工会議所女性会）

　11月27日（土）に、男女共同参画社会の実現をテー
マとして、意見交換を行いました。性別の区別なく、
ともに思いやり、助け合う社会づくりを目指して活動
してきましたが、まだまだ会員の皆さまに理解されて
いない部分があります。「会員が参加しやすい時間帯を
検討する」「公民館や区を通じて男性会員の加入促進を
図る」など、活発な意見が出されました。男女共同参

画の発展のた
めには、幅広
い世代に関心
を持っていた
だくことが必
要だと思いま
した。

～2010　勝山市男女共同
ネットワーク活動を振り返って（活動報告）～ ※敬称略

問　未来創造課（☎88‐1115）


